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はじめに

文部科学省は、全国的な架け橋期の教育の充実を目指し、令和４年度より「幼保
小の架け橋プログラム」を推進しています。これは、子どもに関わる大人が立場の
違いを越えて自分事として連携・協働し、架け橋期にふさわしい主体的・対話的で
深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮した上で全ての子どもに学びや生
活の基盤を育めるようにすることを目指すものです。
本県においては、「沖縄型幼児教育」として保幼こ小の連携体制を構築し、幼児

教育と小学校教育の円滑な接続を推進してきました。今後も、これまで築いてきた
保幼こ小の連携体制を基盤として、沖縄県全体で架け橋プログラムの推進を図って
いくことを目指し、本ガイドを作成しました。なお、本ガイドは「沖縄県架け橋カ
リキュラム作成準備会議」「沖縄県架け橋カリキュラム作成会議」においての議論
等を踏まえて作成しております。
保幼こ小の先生方が、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとし

た対話を通して相互理解を深め、育成を目指す資質・能力を視野に入れながら共通
の視点を持って教育課程や指導計画等を具体化し、さらに、架け橋期のカリキュラ
ムを策定・充実できるよう、本ガイドを各市町村や各園・各小学校における研修等
で御活用ください。
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１ 「幼保小の架け橋プログラム」のねらい
〇幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳児のカリキュラムと小学校1年生のカリキュラムを一体的
に捉え、地域の幼児教育と小学校教育の関係者が連携して、カリキュラム・教育方法の充実・改善にあ
たることを推進
〇３要領・指針、特に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の正しい理解を促し、教育方法の改善に
生かしていくことができる手立てを普及
〇架け橋期に園の先生が行っている環境の構成や子供への関わり方に関する工夫を見える化し、家庭や
地域にも普及
〇幼児期・架け橋期の教育の質保障のための枠組みを構築し、データに基づくカリキュラム・教育方法の
改善を促進

２ 架け橋期のカリキュラムの方向性
架け橋期のカリキュラムは、 保幼こ小が協働し、共通の視点を持って教育課程や指導計画等を具体化で
きるよう、 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとし、育成を目指す資質・能力を視野に入れ
ながら策定します。そして、園と小学校の先生が一緒に振り返って評価し、改善・発展させていきます。

取組全体を通じて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、園長・校長のリーダーシップと
自治体の支援の下、園と小学校の先生が、子どもの育ちを中心に据えた対話を通して相互理解・実践を深
めていきます 。

３ 幼児期において育みたい資質・能力

思考力、判断力、表現力等
理解していること、できることをどう使うか

学びに向かう力、人間性等
心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする

思いやり 安定した情緒 自身・相手の気持ちの
受容 好奇心 探求心 葛藤 自分への向き合い
折り合い 話し合い 目的の共有 協力
色・形・音などの美しさや面白さに対する感覚
自然現象や社会事象への関心

小
学
校
以
降

知識及び技能
何を理解しているか何ができるか

学びに向かう力、人間性等
どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
・
保
育
所

知識及び技能の基礎
豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、
分かったり、できるようになったりする

思考力、判断力、表現力等の基礎
気付いたことやできるようになったことなどを使い、
考えたり、試したり、工夫したり、表現したりする

環
境
を
通
し
て
行
う
教
育
・
保
育

試行錯誤 工夫 予想 予測
比較 分類 確認 新しい考えを
生み出す 言葉による表現
伝え合い 振り返り 次への見通し

基本的な生活習慣や生活に必要
な技能の獲得 身体感覚の育成
規則性・法則性・関連性等の発
見 様々な気づき・発見 日常
生活に必要な言葉の理解 多様
な動きや芸術表現のための基礎
的な技能の獲得

知識を相互に関連付けてより深
く理解する 知識を他の学習や
生活の場面で活用できるように
する 一定の手順や段階を追って
いく過程を通して個別の技能を
身に付ける 既得の技能等と関
連付ける 他の学習や生活の場
面でも活用できるようにする

問題を見いだす 解決の方向性を
決定する 解決方法を探して計画
を立てる 結果を予測しながら実
行する 振り返って次の問題発
見・解決につなぐ 考えを形成す
る 表現する 考えを伝え合う
多様な考えを理解する 集団とし
ての考えを形成する 思いや考え
を基に構想し、意味や価値を創造
する

主体的に学習に取り組む 自己の
感情や行動を統制する よりよい
生活や人間関係を自主的に形成す
る 自分の思考や行動を客観的に
把握し認識する 直面した困難へ
の対処方法を見いだす 多様性を
尊重する態度や互いのよさを生か
して協働する 持続可能な社会づ
くりに向けた態度 リーダーシッ
プやチームワーク 感性 優しさ
や思いやり

－１－



４ 架け橋期のカリキュラムの進め方のプロセス

ワークシート１ 自園・小学校がどのフェーズにいるかチェックし、具体的な取組を
考えていきましょう。

架け橋のカリキュラム チェック 実施に必要なこと チェック 支援・体制 チェック

・園長・校長及び担任間での

関係づくりをしているか？

済

未

・園・小学校での子どもの生

活 の流れや活動について共

有しているか？

済

未

・上記を踏まえて各園、各小

学校で教育課程編成・指導

計画作成をしているか？

済

未

・幼保小間での子どもの交流

をしているか？

済

未

・少なくとも５歳児～小１の2

年間を対象とした架け橋期の

カリキュラムがあり、保幼こ小

の共通の視点があるか？

済

未

・保幼こ小の合同会議がある

か？
済

未

・研修について、保幼こ小の

先生が相互理解を深め、実践

に生かしやすい工夫や研修教

材の開発、勤務地や勤務時間

によらない実施方法の工夫を

しているか？

済

未

・教材としての環境の共通理

解があるか？
済

未

・関係団体と連携し、園・小学

校と関係機関・関係団体との

連携のコーディネートをしてい

るか？

済

未

・事前・事後打合せ等、幼児と

児童の双方に学びがある交

流を工夫しているか？

済

未

・他の自治体と取組内容につ

いて情報交換をしているか？

済

未

・そのカリキュラム、共通の視

点は実践に生かされている

か？

済

未

・保幼こ小の合同会議で話し

合う内容は深まっているか？
済

未

・架け橋期のカリキュラムの

実施・検証に加え、改善・発

展の視点を研修に取り入れて

いるか？

済

未

・教材としての環境の活用に

ついて、保幼こ小の先生が一

緒に考える機会があるか？

済

未

・保幼こ小の協働推進のた

め、経験年数、設置者、施設

類型、学校種に配慮したきめ

細かな対応をしているか？

済

未

・子どもの自発的な交流が生

まれるよう、幼保小の先生が

協働して工夫しているか？

済

未

・園・小学校と関係機関・関

係団体との連携のコーディ

ネートについて、ニーズや課

題に応じて行っているか？

済

未

・定期開催が継続し、短期的、

中長期的視点から話し合って

いるか？

済

未

・研修内容や研修教材の体系

化と充実を図っているか？

済

未

・架け橋期のカリキュラムに

関する必要な支援策の改善・

発展をしているか？

済

未

・園・小学校が関係機関・関

係団体と連携するに当たっ

て、自立を促しつつ、必要な

時は支援をしているか？

済

未

・フェーズ２～３のPDCAサイ

クルが確立し、持続的に改

善・発展できる仕組みとなっ

ているか？

済

未
・改善・発展のため、接続する

園・小学校での子どもの学び

や生活を具体的にイメージし

ながら話し合っているか？

済

未

フェーズ３

実施・検証

フェーズ４

改善・発展

サイクルの

定着

・接続する園・小学校の実践

について、実感を伴った理解

のもと、話し合っているか？

（公開保育・公開授業及び保

育・授業研究会等）

済

未

・連携窓口があるか？ 済

未

・自園・自校の先生が保幼こ

小の連携・接続に、積極的

に、全員参画しているか？

済

未

・保幼こ小の先生の相互理解

が深まる工夫をして、保幼こ

小合同研修を実施している

か？

済

未

フェーズ１

基盤づくり

フェーズ２

 検討・開発

自治体園・小学校

・自治体内の関係部局と連携

しているか？

済

未

・相互の教育の内容や方法に

関して保幼こ小の先生が話し

合っているか？

済

未

基盤づくりから改善・発展サイクルの定着に至るまでのプロセスの目安
地域や園・学校の実態に応じ、各フェーズ間を行きつ戻りつしながら発展させましょう。

－２－



５歳児後半の姿 具体的な姿の例 教師の援助 小学校生活での姿

健
康
な
心
と
体

園生活の中で、
充実感をもって
自分のやりたい
ことに向かって
心と体を十分に
働かせ、見通し
をもって行動し、
自ら健康で安全
な生活をつくり
出すようになる。

・幼児が自ら体
を動かし多様な
動きを楽めるよ
う工夫する。

・よりよい生活
のために必要な
行動を幼児の必
要感に基づいて
身に付けていけ
るよう工夫する。

・健康で安全な
生活のために必
要なことを学級
で話題にして一
緒にやってみる。

・次の活動を考え
て準備をしたりす
るなどの見通しを
もって行動する。

・安全に気を付け
て登下校しようと
する。

・小学校の学習に
おける運動遊びや
休み時間などに他
の児童と一緒に楽
しく過ごすことな
ど、自ら体を動か
して楽しく遊ぶ。

自
立
心

身近な環境に主
体的に関わり
様々な活動を楽
しむ中で、しな
ければならない
ことを自覚し、
自分の力で行う
ために考えたり、
工夫したりしな
がら、諦めずに
やり遂げること
で達成感を味わ
い、自信をもっ
て行動するよう
になる。

・幼児一人一人
が、自分で活動
を選びながら園
生活を主体的に
送ることができ
るようにする。

・その日に必要
なことなどをど
の幼児も分かり
やすいように視
覚的に提示する。

・幼児が自分て
考えて行動でき
るよう、ゆとり
をもった園生活
の流れに配慮す
る。

・その日の流れ
を意識できるよ
うに個別に援助
する。

・一人一人の幼
児のよさが友達
に伝わるように
認めたり、学級
全体の中で認め
合える機会をつ
くったりする。

・自分でできるこ
とは自分でしよう
と積極的に取り組
む。

・生活や学習での
課題を自分のこと
として受け止めて
意欲的に取り組む。

・自分なりに考え
て意見を言ったり、
分からないことや
難しいことは、教
師や友達に聞きな
がら粘り強く取り
組んだりする。

１０の姿は、到達目標ではありません。遊びや生活の中で、資質・能力が総合的に育まれ、１０の姿とし
て見られるようになってきます。それが、小学校生活でのどのような姿につながっていくかについて話し
合いましょう。

５ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）・小学校とのつながり

うまくいかないな、
今度はこんなふうに
つなげてみようか？

集まりが始まるから、
みんなで片付けよう！

Aちゃんとても
ステキな考えだね

汗いっぱいかいたから、
着替えよう！

もうすぐ最後まで
できる！

－３－



５歳児後半の姿 具体的な姿の例 教師の援助 小学校生活での姿

協
同

性

友達と関わる中
で、互いの思い
や考えなどを共
有し、共通の目
的の実現に向け
て、考えたり、
工夫したり、協
力したりし、充
実感をもってや
り遂げるように
なる。

・単に一緒に活動
できることを優先
するのではなく、
一緒に活動する中
で、互いのよさを
認め合う関係がで
きてくることが大
切である。

・共通の目的の実
現のために、試行
錯誤しながらも一
緒に実現に向かお
うとする過程を丁
寧に捉え、一人一
人の自己発揮や友
達との関わりの状
況に応じて、適切
に援助する。

・相手のよさに気
付いたり、協同し
て活動することの
大切さを学んだり
していけるよう援
助する。

・学級での集団生
活の中で、目的に
向かって自分の力
を発揮しながら友
達と協力する。

・様々な意見を交
わす中で、新しい
考えを生み出しな
がら工夫して取り
組んだりする。

道
徳
性
・
規
範
意
識
の
芽
生
え

友達と様々な体
験を重ねる中で、
してよいことや
悪いことが分か
り、自分の行動
を振り返ったり、
友達の気持ちに
共感したりし、
相手の立場に
立って行動する
ようになる。ま
た、きまりを守
る必要性が分か
り、自分の気持
ちを調整し、友
達と折り合いを
付けながら、き
まりをつくった
り、守ったりす
るようになる。

・相手の気持ちを
分かろうとしたり、
遊びや生活をより
よくしていこうと
したりする姿を丁
寧に捉え、認め、
励まし、その状況
などを学級の幼児
にも伝えていく。

・幼児が自分の言
動を振り返り納得
して折り合いを付
けられるように、
問い掛けたり共に
考えたりし、幼児
が自分たちで思い
を伝え合おうとす
る姿を十分に認め、
支えていく。

・相手の気持ちを
考えたり、自分の
振る舞いを振り
返ったりなどしな
がら、気持ちや行
動を自律的に調整
し、学校生活を
楽しくしていこう
とする。

本当のお店やさん
みたいに並べてみよう

Aちゃん達は絵が上手
だから看板お願い！

OK！

ここおさえてて！

Aちゃんはどんな気持ち
だったのかな？

ちょっと待って！
順番だよ

負けて悔しい

－４－



５歳児後半の姿 具体的な姿の例 教師の援助 小学校生活での姿

社
会
生
活
と
の
関
わ
り

家族を大切にしよ
うとする気持ちを
もつとともに、地
域の身近な人と触
れ合う中で、人と
の様々な関わり方
に気付き、相手の
気持ちを考えて関
わり、自分が役に
立つ喜びを感じ、
地域に親しみをも
つようになる。ま
た、園内外の様々
な環境に関わる中
で、遊びや生活に
必要な情報を取り
入れ、情報に基づ
き判断したり、情
報を伝え合ったり、
活用したりするな
ど、情報を役立て
ながら活動するよ
うになるとともに、
公共の施設を大切
に利用するなどし
て、社会とのつな
がりなどを意識す
るようになる。

・幼児の関心に応じ
て、絵本や図鑑や写
真、新聞やインター
ネットで検索した情
報、地域の掲示板か
ら得られた情報など
を、遊びに取り入
れやすいように環境
に取り入れるなどの
工夫をし、情報との
出会いをつくってい
く。

・情報を集める方法
や集めた情報の活用
の仕方、そのことを
周囲に伝える方法な
どがあることに気付
かせ、幼児が楽しみ
ながら体験できるよ
うにする。

・相手の状況や気
持ちを考えながら
いろいろな人と関
わることを楽しん
だり、関心のある
ことについての情
報に気付いて積極
的に取り入れたり
する。

・地域への親しみ
や地域の中での学
びの場を広げてい
く。

思
考
力
の
芽
生
え

身近な事象に積極
的に関わる中で、
物の性質や仕組み
などを感じ取った
り、気付いたりし、
考えたり、予想し
たり、工夫したり
するなど、多様な
関わりを楽しむよ
うになる。また、
友達の様々な考え
に触れる中で、自
分と異なる考えが
あることに気付き、
自ら判断したり、
考え直したりする
など、新しい考え
を生み出す喜びを
味わいながら、自
分の考えをよりよ
いものにするよう
になる。

・環境の中にあるそ
れぞれの物の特性を
生かしつつ、好奇心
や探究心を引き出
すことができるよう
な状況をつくるとと
もに、それぞれの幼
児の考えを受け止め、
そのことを言葉にし
て幼児たちに伝えな
がら、更なる考えを
引き出していく。

・幼児が意見や考え
の違いに気付き、物
事をいろいろな面か
ら考え、そのよさを
感じられるようにし
たりしていく。

・小学校生活で出
会う新しい環境や
教科等の学習に
興味や関心をもっ
て主体的に関わる。

・探究心をもって
考えたり試したり
する経験は、主体
的に問題を解決す
る。

ムーチーって
こうやって
作るんだ！

図書館っていろいろな
本がたくさんある

いいこと考えた！

どうしたらもっと
硬いおだんごが
できるかな？

それいいね！

－５－



５歳児後半の姿 具体的な姿の例 教師の援助 小学校生活での姿

自
然
と
の
関
わ
り
・
生
命
尊
重

自然に触れて感
動する体験を通
して、自然の変
化などを感じ取
り、好奇心や探
究心をもって考
え言葉などで表
現しながら、身
近な事象への関
心が高まるとと
もに、自然への
愛情や畏敬の念
をもつようにな
る。また、身近
な動植物に心を
動かされる中で、
生命の不思議さ
や尊さに気付き、
身近な動植物へ
の接し方を考え、
命あるものとし
ていたわり、大
切にする気持ち
をもって関わる
ようになる。

・園内外の自然の状
況を把握して積極的
に取り入れる。

・幼児が好奇心や探
究心を持って見たり
触れたりする姿を見
守り、ときには、幼
児の体験しているこ
とや気付いたことを
教師が言葉にして伝
える。

・飼育や栽培を通し
て単に世話をするこ
とを教えるだけでな
く、動植物への親し
みや愛着といった命
あるものをいたわり
大切にする気持ちを
より育む。

・幼児と一緒に調べ
たり、幼児たちの考
えを実際にやってみ
たり、そこで分かっ
たことや適切なかか
わり方を、学級の友
達に伝えたりする機
会をつくる。

・自然の事物や現
象について関心を
もち、その理解を
確かなものにして
いく。

・実感を伴って生
命の大切さを知る
ことは、生命ある
ものを大切にし、
生きることのすば
らしさについて考
えを深めていく。

遊びや生活の中
で、数量や図形、
標識や文字など
に親しむ体験を
重ねたり、標識
や文字の役割に
気付いたりし、
自らの必要感に
基づきこれらを
活用し、興味や
関心、感覚をも
つようになる。

・一人一人の数量や
図形、標識や文字な
どとの出会いや関心
のもちようを把握し、
それぞれの場面での
幼児の姿を捉え、そ
の活動の広がりや深
まりに応じて数量や
文字などに親しめる
よう、工夫しながら
環境を整える。

・一人一人の発達の
実情などに即して、
関心がもてるように
丁寧に援助するとと
もに、数量や文字な
どについて、単に正
確な知識を獲得する
ことを目的にするの
ではないことに十分
留意する。

・小学校の学習に
関心をもって取り
組み、実感を伴っ
て理解につながる。

・学んだことを日
常生活の中で活用
する。

数
量
や
図
形
、
標
識
や
文
字
な
ど
へ
の
関
心
・
感
覚

オオゴマダラの
赤ちゃん何を
食べるのかな？

私のひまわりさん、
こんなに
大きくなったよ！

はやくチョウチョに
なーれ

バナナってだんだん
黄色くなるんだね

お花の名前、
みんなに
知らせたい！

いくつ
バナナがあるか
数えてみよう！

比べてみよう！

－６－



５歳児後半の姿 具体的な姿の例 教師の援助 小学校生活での姿

言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い

先生や友達と心を
通わせる中で、絵
本や物語などに親
しみながら、豊か
な言葉や表現を身
に付け、経験した
ことや考えたこと
などを言葉で伝え
たり、相手の話を
注意して聞いたり
し、言葉による伝
え合いを楽しむよ
うになる。

・伝えたくなるよ
うな体験をするこ
とや、遊びを一緒
に進めるために相
手の気持ちや行動
を理解したいなど
の必要性を感じる
ようにする。

・状況に応じて、
言葉を付け加える
などして、幼児同
士の話が伝わり合
うようにする。

・絵本や物語の世
界に浸り込むこと
で、豊かな言葉や
表現に触れられる
ようにしたり、教
師自身が豊かな表
現を伝えるモデル
としての役割を果
たすことで、様々
な言葉に出会う機
会をつくったりす
る。

・友達と互いの思
いや考えを伝え、
受け止めたり、認
め合ったりしなが
ら一緒に活動する。

・自分の伝えたい
目的や相手の状況
などに応じて言葉
を選んで伝えよう
とする。

豊
か
な
感
性
と
表
現

心を動かす出来事
などに触れ感性を
働かせる中で、
様々な素材の特徴
や表現の仕方など
に気付き、感じた
ことや考えたこと
を自分で表現した
り、友達同士で表
現する過程を楽し
んだりし、表現す
る喜びを味わい、
意欲をもつように
なる。

・一人一人の幼児
が様々に表現する
楽しさを大切にす
るとともに、多
様な素材や用具に
触れながらイメー
ジやアイデアが生
まれるように、環
境を整えていく。

・幼児同士で表現
を工夫しながら進
める姿や、それぞ
れの表現を友達と
認め合い、取り入
れたり新たな表現
を考えたりする
ことを楽しむ姿を
十分に認め、更な
る意欲につなげて
いく。

・学習において感
性を働かせ、表現
することを楽しむ。

・自分の気持ちや
考えを一番適切に
表現する方法を選
ぶ。

・臆することなく
自信をもって表現
する。

ワークシート２ 活動の中での具体的な幼児の姿を通して「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」を捉えてみましょう。

困ったことがある・・

こんなことが
楽しかったよ！

うらしま太郎の絵本を
読んで、みんなで劇を
作ったよ。

これなんだ？

見て見て、
色が床に映ってる！

貝殻から何か聞こえる・・

－７－



６ カリキュラム開発における共通の視点の例

年 齢 ０歳の頃 １歳の頃 ２歳

育ちの特徴

生活していく力

人とかかわる力

学びの芽生え

黄金っ子（０～８歳）の育ちの連続性 沖縄県「黄金っ子応援プラン」参照

年 齢 ５歳の頃 ６歳の頃

育ちの特徴

生活していく力

人とかかわる力

学びの芽生え

生活の場の広がり、他者との関係の広がり、興味や関心の広がり、依存から自立へ、等の発達も踏まえ、

期待する子ども像を考えましょう。

・喃語等で自分の欲求を表現する

・身の回りの

・自分の手で食べようとする

・特定の大人との情緒的な絆を基にした、自分を取り巻く世界の認知の始まり

・活発な探索活動

・自分の意思で体を動かそうとする

・泣く、笑う等の表情で自分の思いを伝える

・周囲の信頼できる大人に働きかける

・絵本を読んでもらうことを楽しむ

・目で追う、目の前の物をつかむ、口に入れる

・自分の欲求や意思を言葉

・言葉が芽生え、語彙が増え始め

・好き

・思考力の芽生え

・規範意識の芽生え ・協同性や目的意識の高まり

・自分の

・あいさつ、早寝、早起き、朝ご飯などの基本的な生活習慣が身につく

・共同の用具を大切にし、安全に遊びを進める

・身近な文字や数字への関心が増し、生活や遊びの中で使う

・探求心をもち、試したり工夫したりしながら没頭して遊ぶ

・役割分担をしながら、主体的に生活

・自信をもち、最後まで粘り強く取り組む

・自分たちできまりを作り、トラブルを自分達で解決しようとする

・他人の役に立つことを嬉しく感じ、仲間の一人としての自覚をもつ

・話を聞く態度が身につき・感じたり考えたりしたことを言葉等で表現する

共通の視点① 期待する子ども像

－８－



ワークシート３
各園・小学校の育てたい子どもの姿をもとに
「期待する子ども像」について話し合いましょう。

沖縄県教育振興基本計画R4～R13「教育の目標」

自ら学ぶ意欲を育て、学力の向上を目指すとともに、豊かな表現力と
ねばり強さをもつ幼児児童生徒を育成する。

の頃 ３歳の頃 ４歳の頃

７歳の頃 ８歳の頃

芽生え

・自己抑制の芽生え

・基本的な生活習慣がある程度自立する

・社会性の芽生え

・全身運動が活発になり、様々な遊びに挑戦する

・様々な感情体験を通して少しずつ気持ちを抑えようとする

ことを自分でしようとする

な遊びを繰り返し楽しむ ・友達とイメージを共有しながら、想像の世界を楽しんで遊ぶ

る

で表出し、自己主張をする

・「なぜ」「どうして」と身の回りのこと、ものに興味関心を持つ

・遊びを通して、友達と遊ぶ楽しさや決まりがあることを知る

良さや可能性への気づき ・学習上の自立・生活上の自立・精神的な自立

・生活上必要な習慣や技能の獲得（確立）

・学習集団のルールを受け入れ相手の気持ちを感じ取りながら過ごす

や遊びを進める ・身近な人々や社会との関わりに関心をもち、自分自身についての理解を深める

・身近な人とかかわることの楽しさが分かり進んで交流する

・相手にわかるように自分の思いや考えを表現する

・主体的に取り組む態度が確立する

話を落ち着いて聞く ・与えられた課題を自分の課題として受け止め計画的に学習する

－９－



遊びのプロセスの例

☆ 遊びは幼児にとっての学び ☆

共通の視点② 遊びや学びのプロセス

ワークシート４ 遊びを通して、幼児がどのような学び（体験）を得て深めているのか、
活動の中での具体的な幼児の姿を通して話し合い、理解を深めましょう。

生活科の学びのプロセスの例

総合的な学習の時間の学びのプロセスの例

表現・振り返り興味・関心・好奇心 試す

遊びのプロセスの例と、生活科や総合的な学習の時間の学びのプロセスの例を比べてみましょう。

発見する面白さ

思いや願いを
持つ

活動や体験を
する

感じる・考える
表現する・行為する

（伝え合う・振り返る）

課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

感触を味わう 身体を使う 試行錯誤

見立てる
構成する繰り返し関わる・遊ぶ 特性に気づく

考える

面白いことを追求する
（友達と関わりながら）

少し難しいことに挑戦する

予想・予測する 比較する

工夫する

遊びを通して、多様な仕方で環境に関わり、思考を
巡らし、想像力を発揮し、自分の体を使って、また、
友達と共有して、環境に様々な意味や関わり方を
発見します。

思いや願いを持ち続け
関わっていく

活動に没頭し、遊び、
充実感や満足感を味わっていく

興味や関心に基づいた
自発的な活動

－10－



共通の視点② 遊びや学びのプロセス

学びのプロセスの例
☆ 生活科の内容のまとまり☆

☆ 生活科における学習のプロセスの例 ☆
生活科においては、一連の学習活動の「まとまり」としての単元の中で、体験活動と表現活動
とが繰り返されることで児童の学びの質を高めていきます。
見方・考え方を生かして、低学年らしい思考や認識や意欲等を確かに育成し、次の活動へつな
げる学習活動を重視する必要があります。

■学校、家庭及び地域の生活に関する内容

■身近な人々、社会及び自然と関わる活動に関する内容

■自分自身の生活や成長に関する内容

お部屋の説明が読めるよう
に平仮名の勉強をしたいな。
思っていたよりたくさんの教
室があったね。
大きな地図にまとめよう！

教師が「いいね」「そうだね」「なるほどね」などと
児童の気付きを認め、共通の視点に気付かせたり、
ストーリーをつないでいったりしていくことで、児童
のイメージはより広がります。

見付ける、比べる、たとえる、
試す、見通す、工夫するなどの
多様な学習活動を工夫します。

ワークシート５ 幼児期の学びをいかした授業改善について、生活科の学習をもとに
して話し合いましょう。

思いや願いを
持つ

活動や体験を
する

感じる・考える
表現する・行為する

（伝え合う・振り返る）

白地図（教師の仕掛け）
を発見！
きっと学校の地図だよ。
お部屋の名前がないね。
地図を完成させたいな。
こっそり忍者になって探
検しよう！

お部屋の名前と
説明（2年生作
成）があるよ。
字がわかる人に
メモしてもらおう。

活動や体験は、教師の指示からではなく、児童の思いや願いから始まるようにします。

がっこうたんけん

－11－
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小学校での学習や生活を見通した「幼児教育の展開」

共通の視点③ 園で展開される活動・小学校での学習

小学校での学習や生活を見通すことが大事です。
幼児教育は、小学校教育の前倒しではありません。
相互の教育の内容や方法に関して話し合う中で、

将来の学びにつながる幼児の体験を、幼児期にふ
さわしい形で実現していくことを考えましょう。

小学校：情報を主体的に収集・判断する力、受け手の状況などを捉えて発信する力を育成し
ています。

園：園や家庭等で得た情報を遊びに活用したり、興味や関心に応じて調べるこ
とができるようにしたりしています。

〈例〉
・物語作りに使う絵や写真を複数用意し、どちらがよいか相談するなど、情報の比較ができるような
場面を設定する。
・遊園地ごっこの時に、遊園地にある乗り物を家族に聞いたり、パンフレットを見たり調べたりなど情
報を収集するような状況を設定する。

小学校：語彙の量が少ない子に対しての指導の工夫を考えています。

園：多様な体験で触れる様々な物、行動、感情を言葉にすることを
大切にしています。

〈例〉
・言葉を言い換える。（一つ→1個 等）
・雨の降り方（しとしと、ザーザー）等、言葉の表す状況の違いや使用場面を意識する。
・文化や季節の行事などを楽しみ、感情を言葉にする。
・絵本や物語を通して言葉に親しむ。
・日本語の伝統にある名文等の豊かな文章や表現の響きに親しみ、楽しい言葉や美しい言葉と出会
えるようにする。

小学校：子どもたちの「やってみたい」「考えたい」という気持ちを大事にした
授業づくりを心がけています。

園：一人一人の子どもを理解し、興味関心を捉え、思わず関わりたくなるような
環境構成を心がけています。

〈例〉
・子どもたちと一緒に自然との関わりを楽しみながら、子ども一人一人の気づきや感動を受け止めた
り共感したりする。（「本当だ！」「先生も知らなかったなー」「おもしろいね！」等）
・虫取りに必要な用具を自分達で作ったり発展させたりすることができるよう材料等を準備する。
・子どもの気づきや感動を友達と伝え合う時間や場を設ける。
・身近な自然や虫に関する図鑑や本のコーナーを準備する。

小学校では…

園では…

－12－



共通の視点③ 園で展開される活動・小学校での学習

幼児教育での遊びや生活を踏まえた「小学校教育の工夫」の例

〇一人一人が安心感をもち、新しい人間関係を築けるようにする

・朝の会から1時間目を連続した時間とし、幼児期に親しんできた遊びや活動、 交流する
活動などを 1週間の時間割に位置付けましょう。

・一定の期間は同じ学習内容を繰り返す連続性と、少しずつ内容が高まっていく発展性を
意識しましょう。

★友達との関わりを広げる 自分のよさを一層発揮する
〈例〉 折り紙、お絵かき、積み木、工作、カルタ、絵本など

★気持ちを解放する
〈例〉 リズムにのって体を動かす

〇合科的・関連的な指導による学習活動を工夫する

・子どもの思いや願いの実現に向けた主体的な学習につながるよう時間割を計画しましょう。

・生活科を中心に、つながりのある他教科等のねらいを考えながら合科的・関連的な指導を
行いましょう。

・入学当初は、子どもの発達の特性に配慮し、10分から15分の短い時間を活用して時間割
を構成したり、具体的な活動が伴う学習活動を位置付けたりしましょう。

・思いや願いの実現に向けた主体的な学習活動をゆったりとした時間の中で進めていける
ように、2 時間続きなどの学習活動を位置付けましょう。

★子どものつぶやきを大切にし、子どもの意識の流れに沿った学習活動
〈例〉園での経験を問う 子どもの疑問をメモする ウェビングマップの活用

ウェビングマップの例 学習計画の例

★体験を通して、見付けたり、遊んだり、不思議だと感じたり、やってみたいと
思ったりしたことを、各教科等につなげる。
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幼児教育での遊びや生活を踏まえた「小学校教育の工夫」の例２

○スタートカリキュラムの充実

共通の視点③ 園で展開される活動・小学校での学習

ワークシート６ 各園で行ってきた遊びや活動について情報共有し、スタートカリキュラ
ムの作成にいかしましょう。

合科的・関連的な指導の工夫を行う際には、生
活科と他教科等で学んだことがどのように関連
付いていくのかを意識し、児童の思いや願いをい
かした学習活動を展開するために、単元配列表
の作成が効果的です。
児童の意識の流れを重視して各教科等の単元
を配列することは、学び手である児童にとって自
然で豊かな学びを作っていくことにつながります。
また、各教科等でどのような資質・能力を育成し
たいのかを意識しましょう。

朝の会から１時間目を連続した時間とし、幼児期に親しんできた遊びや活動、交流する活動などを位置
づけ、楽しい気持ちで１日がスタートするようにしましょう。
生活科を中心に、つながりのある他教科等のねらいを考えながら合科的・関連的な指導を検討しましょう。
入学当初の児童の発達の特性に配慮し、１０分から15分程度の短い時間を活用して時間割を構成した
り、具体的な活動の伴う学習活動を位置づけたりしましょう。

発達や学びをつなぐスタートカリキュラム
スタートカリキュラム導入・実践の手引き
（文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター編著）も参考にして、
スタートカリキュラムを充実させましょう。

単元配列表

弾力的な時間割の設定
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環境の構成

共通の視点④ 指導上の配慮事項

見通しを持って生活

生活上のきまりを視覚的に理解

自分で選択して活動

安心・自己発揮

教師側から一方的に示すだけはなく、
「こんな場合はどうしたらいい？」
「園ではどうしていた？」などと問い、
みんなで話し合って考えていくことも
大事にしましょう。

１日の時間の流れ 朝の支度の手順 当番・係等の役割表示

絵や写真を
添えるように
しましょう

オープンスペースの活用

目の高さの掲示 トイレのスリッパのそろえ方道具箱の整理整頓

クールダウンの場の用意
遊びコーナーの設置

子どものアイディアを紹介
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環境の構成

学習形態を工夫し協働的に学ぶ

学習への集中

学習へのきっかけ

主体的に学びに向かう

ワークシート７ 事例をもとに、先生の関わりや環境の構成について話し合って
みましょう。

グループで相談 興味関心が同じ友達と試行錯誤 その場で立ち上がって
ロールプレイ

すっきり整理された教室前面 子どもが活用しやすい黒板前 視覚に訴える板書の工夫

学習に活用できる資料の常設

学習意欲を高めるICTの活用

学びの足跡の掲示
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